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「
男
里
川
水
系
？
」
男
里
川

水
系
は
阪
南
市
域
の
東
側
を
流

れ
る
川
で
、
上
流
は
和
歌
山
県

か
ら
井
関
川
・
山
中
川
・
金
熊

寺
川
の
支
川
が
下
流
部
で
合
流

し
男
里
川
と
な
り
大
阪
湾
に
注

い
で
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
何
を
す
る
会
？
」
地
域
の

宝
物
「
自
然
豊
か
な
男
里
川
水

系
を
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ご

う
」
を
合
言
葉
に
①
川
の
清
掃

活
動
②
親
子
の
水
生
生
物
観
察

会
③
環
境
啓
発
ポ
ス
タ
ー
募
集

④
小
学
校
の
水
辺
の
学
校
⑤
市

民
の
皆
さ
ん
の
水
系
一
斉
清
掃

活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
す
。 

 
 

 
 

 
「
如
何
に
し
て
で
き
た
の
？
」

環
境
活
動
を
し
て
い
る
（
和
泉

の
水
を
育
む
会
）
（
男
里
川
を

守
る
会
）
（
自
然
と
本
の
会
）

が
男
里
川
全
体
の
環
境
保
全
活

動
の
発
展
の
為
に
三
年
前
に
作

り
「
阪
南
市
市
民
協
働
事
業
認

定
」
も
受
け
て
活
動
し
て
い
ま

す
。 

 

「
何
時
・
何
所
で
何
を
し
て

い
る
の
？
」
①
毎
月
第
四
日
曜

日
の
九
時
～
十
時
頃
ま
で
（
雨

天
中
止
）
男
里
川
河
口
干
潟
と

海
岸
部
の
清
掃
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
（
大
阪
府
ア
ド
プ
ト
シ

ー
サ
イ
ド
協
定
活
動
）
興
味
の

あ
る
方
は
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。
②
夏
休
み
の
親
子
を
対
象

に
魚
・
昆
虫
な
ど
を
採
補
し
解

説
等
の
観
察
会
を
莬
砥
橋
（
う

ど
ば
し
）
で
し
て
い
ま
す
。
③

夏
休
み
に
市
内
の
小
中
高
生
を

対
象
に
阪
南
市
の
自
然
（
山
・

川
・
海
）
の
環
境
美
化
啓
発
の

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、
作
品
の

展
示
（
市
役
所
他
）
全
作
品
を

用
い
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し

応
募
者
や
学
校
な
ど
関
係
機
関

に
配
布
し
て
い
ま
す
。
小
中
高

生
か
ら
は
好
評
を
博
し
て
い
ま

す
。
④
毎
年
十
月
に
尾
崎
小
学

校
の
校
外
学
習
支
援
と
し
て
、

男
里
川
水
辺
の
体
験
学
習
（
川

の
勉
強
・
防
災
・
環
境
調
査
・

生
き
物
と
の
触
れ
合
い
）
と
魚

な
ど
生
物
の
採
補
と
観
察
（
見

て
・
触
れ
て
・
感
じ
る
命
の
大

切
さ
）
及
び
解
説
を
し
て
い
ま

す
。
⑤
毎
年
二
月
の
第
三
土
曜

日
十
時
～
十
二
時
（
雨
天
中
止
）

に
男
里
川
全
域
（
阪
南
・
泉
南

市
域
）
を
対
象
に
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
を
頂
き
一
斉
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
で
三
年

目
と
な
り
、
ホ
タ
ル
の
復
活
等
の

効
果
が
出
て
い
ま
す
。（
大
阪
府
・

阪
南
市
・
泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会

の
共
催
）
是
非
皆
様
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 

「
問
い
合
わ
せ
？
」
会
長 

辻

山
正
甫
（📞

〇
九
〇-

八
七
七
六-

六
〇
五
四
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

 
   

 
 

 
❝男里川水系環境委員会❞を知ってね！     

図書館ボランティアだより 第２4号 
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道具や器具が壊れた場合、同型の中古製品を安く手

に入れることもできます。 

出品物の皆が欲しがる程度と提示する価格の兼

ね合いで決まります。特に趣味に関わる物やマニア

ックな希少品は思いのほか高値になることがあり

ます。皆さんも不要物の整理しながら、ネットオー

クションを試してみてはいかがですか。  KAZU 

 
 

釣
り
と
私
の
出
会
い
は
、
昭
和
ニ
六
年
（
一

九
五
一
年
）
四
月
の
小
学
校
入
学
に
始
ま
る
。 

私
が
入
学
し
た
、
堺
の
と
あ
る
小
学
校
の
、

す
ぐ
脇
に
あ
る
小
さ
な
た
め
池
に
あ
る
。
何

時
も
教
室
の
窓
か
ら
眺
め
て
い
た
池
「
池
に

は
ど
ん
な
魚
が
い
る
の
か
、
水
中
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
」
ま
た
池
の
上
を
飛
ん
で
い

る
「
ト
ン
ボ
や
蝶
」
を
何
時
も
目
で
追
い
か

け
て
い
る
悪
ガ
キ
だ
っ
た
。
あ
る
日
そ
の
池

に
、
二
〇
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
鯉
の
子
が
バ
タ

コ(

オ
ー
ト
三
輪)

の
荷
台
か
ら
、
放
流
さ
れ

て
い
る
の
が
、
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
も

う
授
業
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
そ
の
光
景
に
く

ぎ
付
け
で
見
入
っ
て
い
る
と
、
知
ら
ぬ
間
に

先
生
が
近
づ
い
て
き
て
、
頭
を
こ
づ
か
れ
す

ご
く
叱
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
私
の
頭
の

中
は
叱
ら
れ
た
こ
と
よ
り
、
あ
の
鯉
の
子
を

ど
う
す
れ
ば
捕
ま
え
ら
れ
る
の
か
で
駆
け
巡

っ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
全
く
釣
り
な
ど
し
た

こ
と
の
な
い
私
、
毎
日
捕
獲
方
法
を
模
索
し

て
い
た
。
数
日
後
母
方
の
祖
父
の
手
伝
い
で
、

畑
の
野
菜
の
倒
れ
防
止
の
竹
を
結
束
す
る
た

め
に
使
っ
て
い
た
タ
コ
糸
に
目
を
つ
け
、
こ

れ
を
釣
り
糸
に
し
て
あ
い
つ
を
釣
れ
な
い
か

と
考
え
、
祖
父
に
五
〇
メ
ー
タ
ー
程
も
ら
い
、

家の中の不要物を整理したいが、捨てるにはも

ったいないと考え、昔の趣味の本、切手やパソコ

ンソフトなどをネットオークションに出品した

ところ、思いがけず高値がついて味をしめ、ネッ

トオークションを楽しむようになりました。た

だ、これはいけると見込んだものがだめで、がっ

かりすることもよくあります。また、使っていた

－２－ 

初
め
て
の
鯉
の
子
釣
り
の
仕
掛
け
作
り
に
試

行
錯
誤
し
た
。
先
ず
は
そ
の
釣
り
糸
に
す
る

タ
コ
糸
を
ま
く
「
コ
マ
」
に
な
る
も
の
の
選

択
で
あ
る
、
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
「
牛
乳
瓶
」

当
時
裕
福
な
家
庭
の
玄
関
に
、
空
の
牛
乳
瓶

を
よ
く
見
か
け
て
い
た
の
で
、
早
朝
に
そ
の

瓶
を
５
本
せ
し
め
て
き
て
、
糸
巻
き
と
し
、

一
〇
メ
ー
タ
ー
ず
つ
巻
い
て
五
本
の
仕
掛
け

を
作
る
こ
と
と
し
た
。
さ
て
仕
掛
け
に
必
要

な
も
の
は
、
錘
と
針
、
針
は
よ
く
海
に
ア
ナ

ゴ
を
釣
り
に
行
っ
て
い
る
お
っ
さ
ん
に
も
ら

っ
た
の
が
あ
る
。
錘
に
す
べ
く
適
当
な
石
を

拾
っ
て
来
て
タ
コ
糸
に
結
ぶ
の
だ
が
、
な
か

な
か
う
ま
く
い
か
な
い
、
何
か
錘
と
な
る
も

の
は
な
い
か
と
、
思
案
に
思
案
を
重
ね
て
い

た
が
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
あ
る
日
家
の
裏

の
広
場
で
悪
ガ
キ
た
ち
と
遊
ん
で
い
る
と
こ

ろ
に
、
送
電
線
用
の
鉄
塔
を
建
て
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
を
通
る
と
地
面
に
数

個
の
イ
ン
チ
の
ナ
ッ
ト
が
落
ち
て
い
る
の
が

目
に
入
っ
た
、
そ
れ
を
錘
と
し
て
、
針
も
仕

掛
け
に
結
び
つ
け
、
一
応
仕
掛
け
は
完
成
し

た
。
翌
朝
登
校
前
に
ミ
ミ
ズ
を
掘
っ
て
五
本

の
仕
掛
け
の
牛
乳
瓶
と
を
ラ
ン
ド
セ
ル
に
、

母
に
内
緒
で
詰
め
、
い
つ
も
よ
り
早
い
時
間

に
登
校
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ラ
ン
ド
セ
ル
の
中

に
は
、
教
科
書
や
ノ
ー
ト
は
一
冊
も
入
っ
て

い
な
い
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
学
校
に
着
く

と
す
ぐ
仕
掛
け
を
投
入
、
１
時
間
目
終
了
後

の
休
憩
時
間
に
仕
掛
け
を
上
げ
る
が
駄
目
、

二
、
三
時
間
目
も
駄
目 

四
時
間
目
終
了
後
に

や
っ
と
一
匹
が
、
飛
び
上
が
っ
て
喜
ん
だ
が

そ
の
鯉
を
生
か
し
て
お
く
の
に
、
掃
除
用
の

バ
ケ
ツ
に
水
道
水
を
入
れ
、
そ
こ
で
生
か
し

て
、
遅
く
な
っ
た
給
食
を
か
き
こ
ん
で
、
再

度
バ
ケ
ツ
の
鯉
を
見
に
出
る
と
び
っ
く
り
、

鯉
は
す
で
に
虫
の
息
、
水
に
ぷ
か
ぷ
か
浮
い

て
い
た
。
今
思
う
と
当
時
の
水
道
水
は
カ
ル

キ
濃
度
が
と
て
も
高
く
魚
を
飼
え
る
よ
う
な

水
質
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
が
私
の

最
初
の
釣
り
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
現
在

も
当
時
の
こ
と
が
鮮
明
に
よ
み
が
え
っ
て
く

る
。
現
在
七
一
歳
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
釣
り
の

こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
の
爺
さ
ん
で
す
。
今

年
の
釣
り
初
め
は
一
月
一
一
日
か
ら
一
週
間

の
長
崎
県
対
馬
へ
の
釣
行
で
し
た
。 

鴻
乃
台
在
住
釣
迷
人 
大
塚 

健
治 

    

 釣 り と 私 

 

 

《ご存知ですか》  ネットオークションを有効に活用しよう。 



 

 

こ
の
扉
を
開
け
る
と
何
処
に
続

い
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
私
は
恐
る

恐
る
扉
を
開
け
る
。
本
を
読
む
時

私
は
ド
キ
ド
キ
し
て
ペ
ー
ジ
を
め

く
る
。
私
の
場
合
、
読
書
が
何
か

求
め
れ
ば
絶
対
的
な
答
え
を
与
え

て
く
れ
る
と
思
っ
て
読
む
の
で
は

な
い
。
ニ
ー
チ
ェ
と
聞
い
て
皆
さ

ん
は
何
を
想
い
浮
か
べ
る
だ
ろ

う
？
ニ
ー
チ
ェ
は
世
間
的
に
は
哲

学
者
、
文
献
学
者
と
呼
ば
れ
て
い

 

短
編
よ
り
も
短
い
物
語
の
中

に
、
楽
し
い
展
開
と
意
外
な
結
末

が
あ
る
。
星 

新
一
の
Ｓ
Ｆ
物
語
。 

 
 

一
冊
の
中
に
た
く
さ
ん
の
物
語

が
入
っ
て
い
て
、
読
み
出
し
た
ら

全
巻
読
み
た
く
な
り
ま
す
！ 

私
の
一
番
の
オ
ス
ス
メ
は
、『
頭

の
大
き
な
ロ
ボ
ッ
ト
』
と
い
う
本

に
入
っ
て
い
る
「
破
滅
の
時
」
と

《児童書》 『 か さ 』太田 大八〳著・絵  文研出版   E  

絵本というのは、「絵と文があるもの」と思って

いました。この本を初めて見たときびっくりしまし

た。表紙と中表紙に、「かさ」とあるだけで、文は

ありません。アンデルセンの「絵のない絵本」と正

反対の絵本です。でも、話は十分に分かります。そ

の上、読み手と聞き手が自由に話をできます。 

 先日、図書館主催の「読みメン養成講座」で対象

を孫と見立てて図書館で借りて読みました。家に帰

『ツァﾗトウストラはこう言った』 

 ニーチェ〳著 岩波書店  M134.9  

 

－３－ 

『頭の大きなロボット』 星 新一／著 

星新一ｼｮｰﾄｼｮｰﾄｾﾚｸｼｮﾝ 理論社  K913 ﾎｼ  

る
。
晩
年
の
ニ
ー
チ
ェ
は
狂
人
と

し
て
の
最
後
を
迎
え
て
い
る
。
著

書
「
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
か
く
語

り
き
」
に
お
け
る
ニ
ー
チ
ェ
哲
学

の
核
は
「
超
人
思
想
」
で
あ
る
。

と
言
っ
て
も
そ
の
具
体
性
は
見
え

に
く
く
抽
象
的
に
耳
に
響
く
。
こ

こ
で
は
ど
う
や
ら
「
自
己
超
克
」

と
い
っ
た
意
味
あ
い
の
よ
う
で
あ

る
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ニ
ー
チ
ェ

は
時
に
私
に
と
っ
て
怪
物
の
よ
う

に
も
思
え
る
存
在
で
あ
り
、
彼
の

思
想
の
先
か
ら
何
が
生
ま
れ
る

の
か
、
ま
る
で
パ
ン
ド
ラ
の
箱
を

開
け
る
か
の
よ
う
な
好
奇
心
に

誘
わ
れ
る
。
一
冊
一
冊
に
扉
が
あ

る
。 

 
 

 
 

 
 

高
橋 

勇 

い
う
話
で
す
。 

と
つ
ぜ
ん
現
れ
た
、
他
の
星
か

ら
の
来
訪
者
。
そ
の
人
は
、「
こ
の

ま
ま
だ
と
地
球
は
破
滅
す
る
」
と

言
っ
て
、
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

残
さ
れ
た
地
球
人
類
は
、
戦
争
、

公
害
、
道
義
の
乱
れ
、
病
気
な
ど

を
な
く
し
て
色
々
備
え
ま
し
た
。

そ
し
て
わ
く
星
を
見
た
と
こ
ろ
、

来
て
く
れ
た
宇
宙
人
と
同
じ
種
類

の
人
が
い
る
わ
く
星
を
発
見
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
意
外
な
結
末

が
・
・
・
。 

他
に
も
「
平
和
の
神
」
や
「
宇

宙
を
わ
が
手
に
」
な
ど
の
十
八
編

が
収
ろ
く
さ
れ
て
い
ま
す
。 

小
学
生  

村
岡 

ゆ
の
か 

って、本棚にあった筈のこの本を捜しましたがあり

ません。仕方なくまたこの本を購入しました。今度

は、本当に近くに住む孫たちと読んでみたいと思っ

たからです。購入してから思い出しました。一年ほ

ど前に、遠くに嫁いだ娘に、「この本を、子どもと

読んだら楽しいよ。」と言って譲ったのでした。今

度、娘に会ったら孫とどんな話をしたのか聞いてみ

ようと思っています。          橋本 一郎 



その1 配架 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明会日時 ： 平成２8年 3月２8日(月)  午後10時半～11時半 

場   所 ： サラダホール２階・視聴覚室 

申 込 期 間 ： 3月1日(火)～3月27日(日) 開館時間中 (電話申込可) 
 

 

＊無償のボランティアです。交通費等の支給はありません。 

＊ボランティア保険加入予定です。 

＊この説明会は、新規の方（阪南市に在住・在勤・在学の方） 

が対象です｡ 

＊図書館フレンズには、この募集期間以外にも随時加入できます。 

思い立った時にお声をかけてください。個別にご説明いたします。 

 

図書館フレンズ活動内容  ～こんな作業です。誰でもできます！ 

     活動日：全ての開館日の9時～10時。 

一番ご自分の都合に合わせやすい作業です。 

「配架」とは、返却された本や雑誌を図書館内の書棚に戻す作業です。図書館にある本は、内容によって分

類され（日本十進分類法による）、分類番号や記号は背ラベルに印字されています。それぞれの本はこの分類番

号・記号による定位置が決まっており、その場所に本を戻すことは、図書館では非常に重要な作業です。分類

番号・記号はその本の住所のようなもので、正しい場所にない本は、迷子の状態です。図書館には約22万冊

の本がありますから、一旦迷子になるとなかなか見つかりません。配架が早く終わった時は、「面揃え」(つらぞろ

え)という、本を棚の一番前に揃える作業をしていただきます。面を揃えることにより、本のタイトルがとても

見やすくなり、本を探しやすくなります。 

いつも配架に来てくださる図書館フレンズさんは、「朝、配架に来ることでダラダラせず決まりがついていい

のよ。図書館フレンズが私の生きがいになっています。」と嬉しいことを言ってくださいます。皆様も、よろし

ければお手伝いください 平成 25 年度
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老後・退職後に何か社会の役に立ちたいと思っている方、もう子どもの手も離れて、時間があるから何かしたい

という方、図書館フレンズとして活動してみませんか？はじめての方も大歓迎。誰でもできる簡単な作業から、才

能を生かせる作業までいろいろあります。 

主な作業は、返却本を本棚・書庫に戻す作業、本の修理・清拭・装備、児童コーナーのコルクボードへの装飾作

成、リサイクル関連、広報活動、生け花等環境整備です。詳しい作業内容や時間は、「図書館フレンズ作業内容」

のチラシをご覧ください。 

下記の説明会後に、登録するかどうか決めていただけますので、興味をもたれた方は、まず説明会への参加を申

し込んでください。 

お問い合わせは 

阪南市立図書館 

電話 072-471-9000 

図書館フレンズ担当まで    
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